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　COVID-19パンデミックにより病院では面会が制限され，入院中の患者だけでなく

家族も精神的苦痛を感じている状況が続いています。 

　これまでCOVID-19による面会制限が余儀なくされた中で，家族はどのような情報
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ニーズがあるのかは明らかになっていませんでした。そこで今回は，COVID-19によ

る面会制限が出された後に発表された緩和ケア病棟入院中患者の家族の情報ニーズ

についての研究を紹介します。 

　この研究は，カナダのトロントにある１施設の緩和ケア病棟で，2020年の4月から

5月にかけて，COVID-19パンデミックによる面会制限が出された後に行われまし

た。対象は緩和ケア病棟に入院している19人の患者の家族で，調査は電話で行われ

ました。調査の内容は，いくつかの項目について情報ニーズの重要性とそのニーズ

がどの程度満たされているかを１〜５の５段階で評価し，さらには追加の情報ニー

ズやコメントなどを自由回答するというものでした。 

　19人の患者の平均年齢は81.5歳，家族の平均年齢は55.7歳，研究に参加した家族

の多く（84％）は患者の子どもでした。家族の情報ニーズとそれがどれだけ満たさ

れていたかを図に示します。

 

 

 



　情報ニーズについて重要性が高いと評価されていたのは，「面会などの病院のル

ール」「患者の最新の健康状態」「患者へのソーシャルサポート」「面会制限中の

患者とのコミュニケーション方法」でした。また，家族の情報ニーズをどれだけ満

たしているかについては，「面会などの病院のルール」の評価が最も高く，次いで

「患者の現在の健康状態」「面会制限中の患者とのコミュニケーション方法」でし

た。 

　COVID-19パンデミックにより面会が制限されていることで，家族は「面会などの

病院のルール」について情報を得ることが重要ととらえており，研究が行われた緩

和ケア病棟では家族のニーズに見合った情報が提供されていたことが示されまし

た。さらに，「面会制限中の患者とのコミュニケーション方法」と「患者のスピリ

チュアル／宗教的サポート」についての情報ニーズは，女性の方が男性より重要と

高く評価していました。 

　自由回答では，家族の情報ニーズについて質的に分析し，３つのテーマが示され

ました。①スタッフとのコミュニケーション，②組織的なコミュニケーションと方

針，③患者とのコミュニケーションです。それぞれのテーマは，促進因子，ギャッ

プ，バリア，提案，満足感について分類されました（表）。

 

 



 

　緩和ケア病棟に入院している患者の家族は，面会制限の中で，精神的苦痛を抱え

ており，医療者が家族の情報ニーズを満たすことで，その苦痛が多少でも緩和でき

ると考えます。医療者から意図的に家族へ情報を伝えることはもちろんですが，直

接対面で面会することができない状況でも，電話やタブレットなどを使用して面会

できるよう配慮することもエンドオブライフケアにおいて重要です。
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